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物
量
時
代
と
小
欲
知
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
大
　
馨

　
現
代
は
肩
書
と
か
地
位
と
か
、
そ
　
な
け
れ
ば
話
し
に
は
な
ら
ぬ
。

の
バ
ッ
ク
が
も
の
を
い
う
時
代
で
あ
　
　
現
職
中
に
素
っ
ぱ
だ
か
の
人
間
に

る
。
肩
書
や
地
位
が
も
の
を
い
う
の
　
返
っ
て
も
の
を
い
っ
て
い
た
ら
、
路

は
、
今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
傍
の
石
に
は
な
ら
な
い
。
徳
は
孤
な

い
。
昔
も
今
も
か
わ
ら
ぬ
が
、
現
代
　
ら
ず
必
ず
と
な
り
が
あ
る
。
現
代
ほ

ほ
ど
千
釣
の
重
み
を
も
つ
時
代
も
珍
　
ど
人
間
が
利
害
関
係
で
結
ば
れ
て
い

し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
時
代
は
な
い
。
教
育
マ
マ
が
学
校

　
長
い
間
、
或
会
社
を
定
年
で
退
社
　
の
宿
題
を
や
ら
せ
よ
う
と
、
い
く
ら

し
た
友
人
が
い
る
。
現
職
中
は
多
方
　
叱
り
つ
け
て
も
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い

面
に
渉
つ
て
顔
が
利
い
て
、
要
人
た
　
　
父
親
に
い
い
つ
け
る
と
い
っ
て
も

ち
を
電
話
口
に
呼
び
出
し
て
い
た
。
　
空
吹
く
風
だ
し
、
先
生
に
叱
っ
て
も

と
こ
ろ
が
現
職
を
去
る
と
、
鼻
に
も
　
ら
う
と
い
っ
て
も
馬
の
耳
に
念
仏
だ

引
っ
か
け
て
く
れ
な
い
。
会
い
に
出
　
思
案
の
す
え
宿
題
を
や
っ
た
日
は
お

か
け
て
も
門
前
払
い
で
あ
る
。
　
　
　
小
遣
い
を
あ
げ
る
と
い
う
と
、
ペ
ロ

　
こ
ん
な
こ
と
は
新
聞
記
者
に
限
ら
　
り
と
舌
を
出
し
て
勉
強
を
や
り
は
じ

ず
あ
ら
ゆ
る
職
業
人
に
い
え
る
。
地
　
め
た
。
こ
の
母
子
の
寸
劇
を
笑
え
る

位
の
高
い
役
人
が
現
職
中
は
大
会
社
　
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
手
を
あ
げ
て
も

の
幹
部
を
役
所
へ
呼
び
つ
け
て
い
た
　
ら
い
た
い
。
欧
米
の
物
質
文
明
は
た

け
れ
ど
も
ひ
と
た
び
引
退
す
る
と
世
　
し
か
に
す
ば
ら
し
い
。
ド
ル
の
国
だ

の
中
の
風
の
冷
た
さ
を
、
い
や
と
い
　
と
か
い
っ
て
私
ど
も
は
長
い
間
白
眼

う
ほ
ど
味
わ
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
視
し
て
来
た
。
精
神
の
優
位
を
説
い

　
当
然
の
こ
と
で
驚
く
に
は
あ
た
ら
　
て
、
父
祖
伝
来
、
貧
に
甘
ん
じ
た
も

ぬ
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
肩
書
と
、
肩
　
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
の
近
代
化

書
き
と
の
利
害
で
結
ば
れ
て
い
た
か
　
が
急
テ
ン
ポ
に
す
す
み
こ
こ
十
年
た

ら
だ
。
そ
こ
に
は
利
害
打
算
を
越
え
　
つ
か
、
た
た
な
い
う
ち
に
欧
米
な
み

た
温
い
人
間
と
人
間
と
の
心
の
ふ
れ
　
の
生
活
水
準
に
な
る
。

合
い
が
な
か
っ
た
。
勢
い
カ
ネ
の
切
　
　
こ
う
い
う
歴
史
の
転
換
期
に
、
起

れ
目
が
縁
の
切
れ
目
で
、
ポ
ス
ト
を
き
て
半
畳
、
ね
て
一
畳
、
足
ら
ざ
る

去
れ
ば
路
傍
の
石
に
な
る
。
相
手
を
　
を
も
っ
て
満
足
す
る
と
ば
か
り
も
い

冷
酷
だ
と
非
難
す
る
の
は
朝
飯
前
だ
、
っ
て
は
お
れ
ま
い
。
少
欲
知
足
は
過

し
か
し
非
難
す
る
自
分
は
ど
う
か
、
　
去
の
夢
で
多
々
ま
す
ま
す
弁
ず
る
時

と
自
分
の
問
題
に
ハ
ネ
返
え
っ
て
こ
　
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
釈
迦

の
教
え
は
三
百
六
十
隻
の
角
度
を
も

っ
て
い
る
。
時
代
に
流
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
時
代
に
応
じ
た
教
え
を
引

き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
物
量
に
自
己
を
失
う
こ
と
な
く
物

量
の
主
人
公
に
な
っ
て
、
自
由
自
在

に
つ
か
う
だ
け
の
力
量
を
も
と
う
。

そ
れ
に
は
ま
ず
自
分
が
一
度
死
ぬ
こ

と
だ
。

　
考
え
て
み
る
と
、
あ
す
の
い
の
ち

い
や
今
日
の
い
の
ち
を
保
障
さ
れ
て

い
る
も
の
は
一
人
も
い
な
い
。

』
カ
ネ
、
カ
ネ
、
カ
ネ
、
と
カ
ネ
を

目
の
仇
に
し
て
追
い
ま
く
る
が
、
死

ぬ
と
き
は
何
ひ
と
つ
も
っ
て
は
ゆ
け

な
い
Q

し
た
が
う
も
の
は
、
お
の
が
ま
い
た

善
悪
の
業
だ
け
で
、
カ
ネ
は
お
ろ
か

か
わ
い
い
妻
子
と
も
永
遠
に
別
れ
る

か
け
値
な
し
の
独
生
、
独
死
、
独
去

独
来
で
あ
る
。

　
一
度
死
ん
で
根
本
無
明
の
自
己
保

存
の
根
を
切
る
こ
と
だ
。
断
崖
に
手

を
放
っ
て
絶
後
に
よ
み
が
え
っ
た
ら

カ
ネ
は
人
生
の
目
的
で
は
な
く
、
生

き
る
手
段
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る

こ
う
な
る
と
、
い
く
ら
物
量
が
多
く

と
も
、
多
多
ま
す
ま
す
弁
ず
る
で
、

自
由
に
つ
か
い
こ
な
す
こ
と
が
出
来

よ
・
つ
。

　
西
郷
隆
盛
で
は
な
い
が
、
子
孫
の

た
め
に
美
田
を
買
わ
ず
。
こ
の
コ

法
」
を
伝
え
る
人
材
の
育
成
に
つ
と

め
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
や
社
会
福

祉
事
業
な
ど
に
、
あ
げ
て
協
力
し
て

ほ
し
い
。

随
、
筆全
国
躍
繋
翫
纏
馨

　
工
華
会
と
い
う
と
皆
様
ご
存
知
の

方
が
少
な
い
会
で
あ
る
。
元
は
旧
陸

軍
の
技
術
幹
部
養
成
学
校
の
総
合
同

窓
会
の
名
称
で
あ
る
。

全
国
に
約
六
干
名
の
同
窓
生
が
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
台
湾
迄
散
在
し
て

い
る
。
毎
年
初
夏
の
候
に
全
国
同
窓

会
が
有
名
観
光
地
で
行
わ
れ
る
事
に

な
っ
て
い
る
。
本
年
は
六
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
迄
三
日
間
片
山
津

温
泉
で
成
芙
に
行
わ
れ
、
出
席
者
は

同
伴
者
を
含
め
て
約
千
名
が
参
集
会

場
に
あ
て
ら
れ
た
片
山
津
温
泉
会
館

が
満
員
と
な
る
盛
況
で
あ
っ
た
。

技
術
関
係
の
学
校
出
身
で
あ
る
為
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎

後
の
経
済
成
長
の
波
に
の
っ
て
工
業

関
係
で
大
成
功
し
て
い
る
人
が
非
常

に
多
い
。
多
種
多
様
の
職
業
で
活
躍

し
て
い
る
が
、
政
界
で
も
越
智
伊
平

代
議
士
、
は
じ
め
都
会
、
県
会
議
員

市
町
村
長
等
の
公
職
も
意
外
に
多
い

私
如
き
は
極
め
て
平
凡
の
部
類
に
属

し
て
い
る
。
新
潟
県
の
ム
苔
貝
は
現
在

九
十
九
名
、
私
が
既
に
古
参
第
三
位

で
十
一
年
前
に
会
発
足
当
時
か
ら
県

の
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る
。

中
魚
沼
、
十
日
町
市
に
は
私
と
田
中

部
落
の
故
南
雲
堅
吉
氏
の
二
人
だ
け

同
窓
で
あ
っ
た
が
璽
冒
氏
は
惜
し
い

こ
と
に
昨
年
秋
病
死
さ
れ
た
。
　
＼

〆
私
は
東
京
開
成
中
学
か
ら
南
雲
氏

は
長
岡
工
業
学
校
か
ら
入
学
、
出
身

学
校
は
違
っ
て
い
た
が
終
戦
当
時
短

期
学
生
と
し
て
在
学
中
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
り
同
窓
と
い
う
絆
で
長

い
間
南
雲
氏
と
の
温
か
い
心
の
交
流

が
あ
っ
た
。
東
京
電
力
勤
務
で
前
途

有
為
の
氏
も
病
気
に
は
勝
て
ず
惜
し

い
こ
と
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
悔
ま

れ
て
な
ら
な
い
。

　
六
月
二
十
二
日
妻
同
伴
で
早
朝
出

発
、
加
賀
温
泉
駅
下
車
、
片
山
津
温

泉
着
、
妻
は
夕
食
ま
で
自
由
行
助
、

私
は
全
国
理
事
会
に
出
席
、
理
事
会

終
了
後
懇
親
会
、
往
年
の
つ
わ
も
の

『
も
皆
社
会
人
に
な
り
切
っ
て
頗
る
な

ご
や
か
で
あ
る
。
武
張
つ
た
話
も
出

て
来
な
い
。
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ

私
自
身
も
平
素
の
暴
飲
の
禁
を
破
る

有
様
、
あ
ち
こ
ち
に
旧
知
の
幹
部
が

た
む
ろ
し
て
往
時
を
追
想
雑
談
に
花

を
咲
か
す
、
誠
に
楽
し
き
か
な
で
あ

る
。
　
片
山
津
温
泉
は
御
案
内
の
通
り
柴

山
潟
の
優
れ
た
風
光
と
旅
館
が
何
れ

も
近
代
建
築
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
翌
二
十
三
日
は
片
山
津
温
泉

会
館
で
総
会
、
受
付
開
始
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
二
時
迄
で
こ
の
時
間
が

誠
に
貴
重
な
の
で
あ
る
。
前
夜
か
ら

泊
り
込
み
の
同
窓
（
妻
同
伴
多
し
）

が
三
、
三
、
五
、
五
、
会
場
に
集
ま

り
久
闊
を
叙
す
る
も
の
、
　
「
又
今
年

も
達
者
で
お
目
に
か
・
れ
ま
し
た
わ

ね
」
と
談
り
合
う
御
夫
人
連
、
殊
に

主
人
が
同
一
官
衙
、
同
一
部
隊
に
奉

職
し
て
い
た
家
族
群
、
同
期
生
の
親

交
あ
っ
た
御
夫
人
方
の
つ
き
ぬ
話
題

が
一
際
聞
き
耳
を
立
て
さ
せ
る
。
勿

論
同
期
生
は
素
よ
り
旧
知
の
面
面
肩

を
た
た
き
手
を
取
り
合
っ
て
無
事
を

喜
び
合
っ
て
い
る
毎
年
の
事
乍
涙
ぐ安宅の関富樫の陶像

ま
し
い
。
総
会
は
型
通
り
行
わ
れ
特

筆
事
項
と
し
て
は
、
加
賀
市
長
中
野

己，

之
吉
氏
の
祝
辞
に
つ
づ
き
片
山
津

温
泉
観
光
協
会
長
矢
田
松
太
郎
氏
が

奇
し
く
も
、
大
東
亜
戦
争
に
特
攻
隊

戦
闘
機
乗
り
の
将
校
で
あ
り
当
時
を

偲
ぶ
声
涙
と
も
に
下
る
切
々
た
る
祝

辞
に
一
同
言
い
知
れ
ぬ
親
し
み
を
覚

コ
ロ
コ
コ
コ
ニ
ロ
ロ
ニ
ヨ
ぽ
コ
コ
コ
コ
ヨ
き
ぽ
ヨ
ぽ

人
生
往
来

◎
産
、
声

氏
名
　
父
の
名
　
部
落

星
野
和
雄
文
雄
　
田
沢

中
島
友
美
　
正
　
人
　
　
本
屋
敷

渡
辺
留
美
子
勇
蔵
高
道
山

太
島
正
人
　
弘
　
　
芋
沢

江
村
由
佳
春
夫
　
山
崎

猪
股
ゆ
か
り
和
幸
　
新
屋
敷

餅
灘
子
亮
、
田
中

｛
鞭
鷺
墾
秦

え
る
と
と
も
に
、
万
感
交
々
胸
に
迫

る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
勇
壮
な
る
温
泉
太
鼓
に

つ
・
・
き
、
プ
ロ
に
よ
る
北
陸
の
民
謡

が
あ
り
、
万
才
三
唱
散
会
、
同
期
生

毎
に
ホ
テ
ル
に
分
宿
、
上
、
下
級
生

で
お
互
に
面
識
の
あ
る
数
期
混
合
で

の
懇
親
会
に
移
る
、
誠
に
盛
大
で
あ

る
。
婦
人
連
は
恐
れ
を
な
し
て
か
早

々
退
散
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て

懐
旧
談
に
耽
け
る
。
不
思
議
と
で
も

表
現
す
べ
き
か
、
手
柄
話
や
自
慢
話

は
全
然
な
い
。
先
輩
後
輩
の
け
じ
め

は
あ
る
が
、
同
期
生
と
後
輩
は
「
き

さ
ま
」
と
「
お
れ
」
で
あ
る
。
先
輩

に
は
や
は
り
頭
が
上
が
ら
な
い
が
然

し
恐
く
は
な
い
。
所
謂
民
主
化
し
た

か
ら
に
相
違
な
い
。
つ
ま
ら
ぬ
話
に

も
次
々
と
花
が
咲
く
。
真
面
目
な
奴

が
消
燈
ラ
ッ
パ
を
大
声
で
ど
な
る
。

之
が
い
み
じ
く
も
効
を
奏
し
夫
々
部

屋
へ
引
き
あ
げ
る
。
以
下
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号
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曲
辰
山
村
開
発

　
　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
着
工
！

　
　
　
来
年
春
の
完
成
め
ざ
し
て

　
村
民
の
待
望
久
し
か
っ
た
総
合
セ

ン
タ
ー
は
、
七
月
十
日
に
入
札
を
終

え
、
七
月
十
八
日
に
着
工
さ
れ
ま
し

た
。

　
農
山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
は
設

計
は
西
田
勇
設
計
事
務
所
、
工
事
は

長
岡
の
渡
長
建
設
に
九
千
二
百
四
十

万
円
で
落
札
さ
れ
ま
し
た
。
工
期
は

七
月
十
六
日
か
ら
来
年
二
月
の
士
二

日
ま
で
、
場
所
は
、
、
上
山
の
中
里
村

児
童
遊
園
地
下
の
田
原
の
中
で
、
駅

通
り
か
ら
国
道
を
越
え
て
ま
っ
す
ぐ

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

内
容
は
、
敷
地
面
積
五
一
三
三
，
即

で
、
一
階
は
、
事
務
室
・
資
料
室
・

図
書
室
・
調
理
実
習
室
・
研
修
室
等

二
階
は
小
会
議
室
と
間
仕
切
可
能
な

大
集
会
室
、
三
階
は
機
械
室
と
な
っ

て
い
て
、
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
総

床
面
積
が
八
四
一
・
三
七
㎡
で
す
。

　
来
年
春
か
ら
一
般
の
皆
様
に
、
使

用
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま

‡
。

㊦
は
農
山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
完

成
想
像
図

　　　　　　　　　図
　　　　　　面～　　　釜難
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．
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洲
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つゆが明けた暑い日に保育所の運動会があり
りました。
おかあさん方の見守る中でスイカ割りや玉入
れ遊戯にと一生けんめいでした。

心
配
ご
と
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
下
記
に
よ
り
心
配
ご
と
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
、
時
間
は
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で
、
会
場
は
中
里
村
公

民
館
で
す
。

月
日
　
　
　
　
担
当
者

八
月
二
士
二
日
　
　
　
上
原
サ
ト
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
定
一

八
月
三
十
日
　
　
　
　
南
雲
作
重
痕

テ
も
　
ロ
ミ
ロ
じ
ロ
こ
ぎ
も
じ
ロ
し
ぽ
　
　
ド
シ
も
　
ロ
　
リ
ロ
　
し
じ
ぎ
り
り
も
じ
　
り
　
ロ
　

北
陸
地
方

　
　
　
三
ケ
月
の
予
報

　
　
（
八
月
～
十
月
）
．

　
　
　
　
新
潟
地
方
気
象
台

予
報
の
概
要

盛
夏
期
は
夏
ら
し
い
期
間
も
あ
り

ま
す
が
、
長
続
き
し
な
い
で
し
ょ
う

初
秋
は
前
線
の
影
響
で
天
気
の
ぐ
ず

つ
く
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
に
北
陸
地
方
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

九
月
一
日

第
二
十
回
郡
市
社
会
教
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
来
た
る
九
月
一
日
（
日
）
、
川
西

町
総
合
セ
ン
タ
1
に
お
い
て
第
二
十

回
郡
市
社
会
教
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
度
大
会
の
主
題
は
、
　
「
新
し

い
地
域
づ
く
り
と
社
会
教
育
の
役
割

り
」
と
設
定
き
れ
現
在
は
急
速
な

農
村
の
崩
壊
に
伴
い
、
地
域
の
連
帯

感
や
人
間
関
係
の
温
さ
は
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中
で

真
の
住
み
よ
い
豊
か
な
地
域
を
つ
く

る
た
め
に
、
社
会
教
育
は
具
体
的
に

な
に
を
し
た
ら
よ
い
の
か
み
ん
な
で

考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

大
会
内
容
は
、
各
市
町
村
の
代
表

に
よ
る
パ
ネ
ル
討
議
（
テ
ー
マ
ー
現

代
の
人
間
関
係
を
ど
．
フ
考
え
た
ら
よ

い
か
）
、
国
立
社
会
教
育
研
修
所
専

門
職
員
、
俵
谷
正
樹
先
生
の
講
演
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
多
数
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
致
し
ま
す

な
お
、
人
員
が
多
数
に
な
り
ま
し
た

ら
バ
ス
を
運
行
し
た
い
と
思
い
ま
す

九
月
轟
ハ
日

九
月
＋
三
日

薯　南山山小　雲田本林
　　　　秀
隆勝範荘三
一治茂平郎

　
尚
、
八
月
二
十
三
日
（
金
）
は
、

行
政
相
談
所
と
合
同
開
設
と
な
り
ま

す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
利
用
下
さ
い

ヤ
き
の
じ
ゅ
ロ
ヨ
ヨ
　
も
ロ
じ
　
マ
し
ロ
ゼ
も
ヨ
ヤ
じ
ヨ
　
ヨ
ダ
ゑ
　
も
コ
　
じ
　
　
お

影
響
す
る
台
風
は
二
個
ぐ
ら
い
の
見

込
み
で
す
。

八
月
の
予
報

　
太
平
洋
の
高
気
圧
が
発
達
し
て
か

な
り
O
い
期
間
も
あ
り
ま
す
が
、
月

初
め
と
月
末
は
前
線
の
影
響
で
ぐ
ず

つ
く
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
北

陸
の
高
気
圧
の
勢
力
も
強
い
の
で
天

気
は
や
や
不
安
定
で
局
地
的
な
大
雨

の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
平
均
気
温
は
並
み
、
降
水
量
は
並

み
な
い
し
や
や
多
い
で
し
ょ
う
。

日
照
ば
並
み
の
見
込
み
で
す
。

　
九
月
の
予
報

　
太
平
洋
の
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
て

暑
く
な
る
期
間
も
あ
り
ま
す
が
、
月

初
め
頃
と
下
旬
の
天
気
は
ぐ
ず
つ
き

涼
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

平
均
気
温
は
並
み
な
い
し
や
や
低
く

降
水
量
と
日
照
は
並
み
の
見
込
で
す

　
十
月
の
予
報

　
天
気
は
周
期
的
に
変
り
ま
す
が
月

初
め
は
く
ず
れ
や
す
く
、
月
禾
に
は

大
陸
か
ら
の
寒
気
が
入
り
寒
く
な
る

で
し
ょ
・
つ
。

　
平
均
気
温
、
降
水
量
、
日
照
と
も

並
み
の
見
込
み
で
す
。
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　　　　　盛大に行なわれる

覧
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ

◇
朝
虹
は
馬
の
鞍
の
置
き
ど
こ
ろ

　
が
な
い
大
雨
が
降
る

◇
　
夕
虹
は
翌
日
天
気
が
よ
い

◇
　
お
月
様
が
笠
を
被
る
と
雨
に
な

　
る

◇
　
ヤ
カ
ン
が
歌
を
う
た
う
と
天
気

　
に
な
る

◇
秋
の
天
気
は
朝
い
く
ら
よ
く
と

も
養
笠
忘
れ
ん
な

◇
　
子
を
産
ん
だ
と
き
柿
を
食
わ
し

　
ち
あ
な
ん
ね
え

◇
　
ま
ん
ま
を
喰
っ
て
す
ぐ
寝
る
と

　
牛
に
な
る

◇
　
ま
ん
ま
粒
を
粗
末
に
す
る
と
目

　
が
潰
れ
る

◇
　
魚
の
目
玉
を
喰
う
と
　
よ
お
の

　
目
が
足
に
出
来
る

◇
　
秋
茄
子
は
嫁
に
喰
わ
せ
ん
な

　
（
灰
汁
が
強
い
）

◇
　
ま
ん
ま
を
喰
っ
た
あ
と
お
湯
を

　
呑
ま
な
い
と
喉
仏
が
泣
く

◇
　
－
工
瓶
に
口
を
つ
け
て
湯
水
を
呑

む
と
出
生
し
な
い

◇
亀
喰
い
も
ん
に
好
き
嫌
い
を
言
う

　
と
口
が
曲
る

　
　
　
（
俗
　
語
）

　
八
月
八
日
（
木
）
、
田
沢
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
県
営
清
津
川
右
岸

段
丘
地
区
総
合
農
地
開
発
事
業
の
竣

工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
は
、
清
津
川
土
地
改
良
区
理
事

、
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
嚢
の

経
過
報
告
が
行
な
わ
れ
た
後
、
来
賓

の
先
生
方
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
集
ま
っ
た
関
係
者
は
約
二

百
、
五
十
名
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
大

事
業
の
竣
工
を
記
念
し
た
記
念
誌
が

参
集
者
に
配
ら
れ
る
な
ど
、
盛
況
の

う
ち
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

家
庭
教
育
講
演
会
開
催

　
　
　
八
月
二
十
二
日
田
沢
小
学
校
で

　
中
里
村
公
民
館
で
は
、
左
記
に
よ

り
家
庭
教
育
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
何
か
と
ご
多
忙
の
折
と
は
存

じ
ま
す
が
、
多
数
の
皆
様
か
ら
出
席

下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す

　
　
　
　
記

一
、
目
的
　
急
変
し
て
い
る
現
代
の

情
勢
の
中
で
家
庭
内
で
の
幼
児
等
に

ミ
｝
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ

　
が
入
・
り
な
い

◇
　
身
も
ち
の
女
に
ソ
、
バ
湯
を
呑
ま

　
す
な

◇
　
女
が
横
座
に
坐
る
と
け
つ
（
尻

　
）
が
で
っ
か
く
な
る

◇
　
ぼ
て
や
ざ
る
を
被
る
と
背
丈
が

　
伸
び
な
い

昔
の
人
は
言
い
ま
し
た

　
　
よ
お
さ
り
（
夜
）
梅
干
食
べ
ん

　
な
（
朝
梅
　
宵
生
姜
）

◇
　
仏
様
に
あ
げ
る
ま
ん
ま
を
メ
メ

　
よ
く
盛
る
と
メ
メ
の
よ
い
子
が
出

来
る

◇
ト
ロ
ロ
喰
っ
た
ら
ソ
、
バ
喰
う
な

◇
　
土
用
ク
ジ
ラ
を
喰
い
ば
目
に
汗

◇
西
瓜
の
皮
で
面
（
旗
）
ふ
く
と
メ

　
メ
が
よ
く
な
る

◇
蛇
に
人
さ
し
指
を
さ
せ
ば
そ
の

指
は
く
さ
る

◇
　
あ
つ
い
ま
ん
ま
に
湯
を
か
け
て

　
喰
う
と
　
せ
ぽ
ん
こ
（
せ
む
し
）
に

　
な
る

接
す
る
大
人
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す

大
切
な
位
置
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
要
請
に

こ
た
え
る
べ
く
私
共
は
、
そ
の
道
の

研
究
家
の
先
生
を
招
き
大
人
の
精
神

の
豊
さ
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。二

、
日
時
　
八
月
二
十
二
日
（
木
V

◇
螢
が
家
に
入
る
と
火
事
に
な
る

◇
近
星
（
月
の
近
く
の
星
）
が
出

　
る
と
火
事
に
な
る

◇
　
鼠
が
い
な
く
な
る
と
火
事
に
な

　
る
◇
雷
の
火
事
に
は
家
の
火
を
入
れ

　
る
と
よ
い

◇
赤
い
財
布
に
は
銭
（
ぜ
に
）
が

　
た
ま
・
り
な
い

◇
　
ね
じ
れ
花
を
家
に
持
っ
て
来
る

　
と
家
が
ね
じ
れ
る

◇
財
布
を
は
ら
み
女
（
妊
婦
）
に

　
縫
っ
て
も
ら
う
と
か
ね
が
た
ま
る

◇
　
人
の
足
の
裏
を
掻
く
と
　
貧
乏

　
神
が
ス
・
不
噛
る

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
ミ
受
、
、
受

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

二
、
会
場
　
田
沢
小
学
校
体
育
館

四
、
対
象
　
保
育
所
入
所
者
父
兄
及

び
小
学
校
低
学
年
の
父
兄

五
、
主
催
　
中
里
村
公
民
館

六
、
後
援
　
保
育
所
父
母
の
会

レ
｝
、
内
容

○
講
師
　
六
日
町
欠
ノ
上
小
学
校

　
　
　
　
校
長
亀
倉
孝
順
先
生

・
d
演
題
　
　
「
家
庭
に
お
け
る
子
供
に

　
　
　
　
対
す
る
精
神
的
風
土
」

人
権
コ
ー
ナ

交
通
事
故
は
平
和
な
家
庭
を
破
壊
し
ま
す

交
通
事
故
の
問
題
は
、
社
会
問
題

政
治
問
題
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

人
命
尊
重
・
人
権
擁
護
の
立
場
か
ら

し
て
も
大
き
な
問
題
で
す
。
一
家
の
，

大
黒
柱
を
失
っ
て
途
方
に
く
れ
て
い

る
家
族
、
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
事

故
の
被
害
者
本
人
、
そ
の
看
護
に
心

身
を
す
り
へ
ら
す
家
族
、
一
瞬
に
し

昭
和
五
〇
年
度
魚
沼
専
修
職
業

訓
練
校
養
成
訓
練
生
募
集
案
内

、
訓
練
科
及
び
定
員

　
　
電
気
工
事
科
　
二
〇
名

　
　
建
築
科
三
〇
名

　
　
左
官
科
二
〇
名

　
　
木
工
科
三
〇
名

一
、
応
募
資
格

　
学
校
教
育
法
に
ょ
る
中
学
校
を
卒

業
し
た
者
（
昭
和
五
〇
年
三
月
卒
業

予
定
者
を
含
む
）
又
は
こ
れ
と
同
等

の
学
力
を
有
す
る
者

三
、
欠
格
条
件

　
9
左
官
科
　
色
盲
又
は
色
弱
の
者

　
口
上
肢
、
下
肢
そ
の
他
身
体
に
障

害
が
あ
り
、
実
技
訓
練
に
支
障
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
者

四
、
応
募
訓
練
科

　
同
一
専
修
職
業
訓
練
校
の
二
つ
の

訓
練
科
を
、
希
望
の
順
位
を
付
け
て

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
応
募
手
続

←D、

中
学
卒
業
予
定
者

　
入
校
願
書
を
中
学
校
長
へ
提
出
さ

せ
る
。

中
学
校
長
は
㊥
職
業
相
談
票
、
及
び

高
等
学
校
を
受
験
す
る
予
定
の
な
い

者
の
う
ち
、
専
訓
校
等
入
校
適
格
者

で
特
に
入
校
推
薦
す
る
者
に
つ
い
て

推
薦
書
を
添
付
の
う
え
、
管
轄
安
定

所
を
経
由
し
て
専
訓
校
へ
提
出
す
る

㈲
、
中
学
校
卒
業
者

　
入
校
願
書
に
中
学
校
の
成
績
証
明

書
及
び
医
師
の
身
体
検
査
書
添
付
の

う
え
、
管
轄
安
定
所
を
経
由
し
て
専

訓
校
等
へ
提
出
す
る
。

⑮
、
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

　
入
校
願
書
を
高
等
学
校
畏
へ
提
出

さ
せ
る
。
高
等
学
校
長
は
応
募
書
類

を
管
轄
安
定
所
を
経
由
し
て
専
訓
校

へ
提
出
。

口
、
高
等
学
校
卒
業
者

　
入
校
願
書
に
高
等
学
校
の
成
績
証

明
書
及
び
医
師
の
身
体
検
査
書
添
付

の
う
え
、
管
轄
安
定
所
を
経
由
し
て

専
訓
校
へ
提
出
す
る
。

て
幼
い
生
命
を
奪
わ
れ
る
両
親
の
嘆

き
、
良
心
の
呵
責
と
賠
償
金
の
負
担

に
苦
し
む
加
害
者
な
ど
、
ま
こ
と
に

交
通
事
故
は
悲
惨
で
す
。
社
会
生
活

の
当
然
の
ル
ー
ル
で
あ
り
ま
す
交
通

規
範
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
い
っ
そ
う
被
害
者
の

救
済
対
策
と
交
通
事
故
絶
滅
に
向
っ

て
の
強
力
な
総
合
的
行
政
施
策
が
展

開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

し
ょ
・
つ
。

六
、
願
書
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら

　
十
一
月
十
九
日
ま
で
。

七
、
選
考
日
時

　
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日

　
午
前
九
時
よ
り

八
、
選
考
場
所

　
魚
繹
訓
練
校

　
十
日
町
市
公
民
館
（
十
日
町
地
区
）

九
、
選
考
方
法

　
田
学
科
試
験
及
び
面
接
に
よ
り
選

　
　
．
考
す
る
。

　
伽
学
科
試
験
は
国
語
及
び
数
学
の

　
　
二
教
科
。
試
験
時
間
は
一
時
間

　
　
と
す
る
。

十
、
入
校
許
可
者
の
決
定
及
び
発
表

　
D
発
表
は
十
二
月
七
日
ま
で
に
行

ー
う
・

　
勿
発
表
は
訓
練
校
で
行
う
と
と
も

　
　
に
本
人
、
学
校
長
お
よ
び
安
定

　
　
所
長
に
通
知
す
る
。

明
る
い
よ
』、

，し、1

か

ら
よ
い
コ

ト
バ

が
出
る
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芦
ケ
崎
小
学
校
で

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
会
交
換
会
開
催

八
月
六
日
（
火
）
、
七
日
（
水
）
　
子
供
会
交
歓
会
が
行
な
わ
れ
、
七
五

の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
中
魚
沼
郡
の
　
名
の
子
供
達
が
元
気
で
楽
し
く
二
日

青
年
大
会
中
越
予
選

　
　
野
球
、
県
大
会
出
場
権
獲
得

　
去
る
七
月
十
四
日
、
加
茂
市
に
お

い
て
県
青
年
大
会
の
中
越
予
選
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
か
ら
は
、
籠
球
・
女
子
、
バ

レ
ー
・
野
球
の
三
種
目
、
合
わ
せ
て

約
五
十
名
の
選
手
、
役
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
野
球
部
が
県
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
県
大
会
へ
出
場
し
た
女

子
バ
レ
ー
チ
ー
ム
は
、
残
念
な
が
ら

出
場
櫨
を
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で

第○第第○第第○　地
一籠二一排二一野結兀
試球試試球試試球果加
合　合合　合合　は茂
　　　　　　　次に中　中中　中中　のゆ
里　里里　里里　 とず才寸　ネ寸ネ寸　ネ寸オ寸　 お』り

35　12　46　りま！　ll　Ii　　し67　 21　　00　　　た

黍翻翻。
間
を
過
し
ま
し
た
。

　
交
歓
会
は
今
年
で
三
回
目
。
会
場

は
今
年
初
め
て
参
加
し
た
津
南
町
の

芦
ケ
崎
小
学
校
。
津
南
町
の
名
勝
地

で
水
の
き
れ
い
な
竜
ヶ
窪
が
す
ぐ
近

く
に
あ
り
ま
す
。

　
子
供
達
は
、
三
町
村
の
仲
間
が
入

り
混
っ
た
八
つ
の
生
活
班
に
分
か
れ

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
を
一
諸

に
し
な
が
ら
楽
し
く
交
歓
し
ま
し
た

新
潟
県
警
察
官
な
ら
び
に

　
　
　
　
　
　
　
交
通
巡
視
員
の
募
集

新
潟
県
警
察
本
部
で
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
警
察
官
な
ら
び
に
交
通
巡
視

員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
・
駐
在
所
に

問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

二
採
用
ん
員
　
男
子
警
察
官
百
名

循
環
器
検
診
実
施

　
七
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
の
三
日
間
、
田
沢
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
循
環
器
（
脳
卒
中
）
検

診
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
県
の
脳
卒
中
特
別
対
策
事
業
の

五
ケ
年
計
画
は
昨
年
終
了
い
た
し
ま

し
た
が
、
こ
の
結
果
脳
卒
中
発
症
及

び
死
亡
は
減
少
し
て
ま
い
り
ま
し
た

し
か
し
い
ぜ
ん
と
し
て
胸
卒
中
が
死

亡
原
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。
こ
の
た
め

（
A
ー
二
十
名
・
B
ー
八
十
名
）

二
、
採
用
　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日

三
、
受
験
資
格
　
A
上
昭
和
二
十
二

年
四
月
二
日
～
昭
和
二
十
八
年
四
月

一
日
出
生
の
大
卒
見
込
者
。
B
上
昭

和
二
十
二
年
四
月
一
日
～
昭
和
三
十

二
年
四
月
一
日
出
生
の
者

県
で
は
引
き
続
き
「
循
環
器
特
別
検

診
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

中
里
村
で
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
尿
検
査
、
問
診
、
血

圧
測
定
、
保
健
指
導
、
栄
養
指
導
、

二
次
検
診
等
が
行
な
わ
れ
、
三
日
間

で
干
人
以
上
の
方
が
こ
の
検
診
を
う

け
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
写
貢
左
上
）

中
里
文
芸

　
　
　
八
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

如
露
の
水
花
に
注
げ
ば
盆
近
し

防
除
薬
煙
る
広
田
を
、
、
ハ
ス
の
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

寝
苦
し
き
一
夜
拡
明
け
て
夏
雨

狂
乱
の
物
価
に
夏
を
痩
せ
る
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子

滝
の
み
の
城
跡
む
な
し
合
歓
の
花

岩
壁
に
葛
逆
立
ち
て
赤
い
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寂
子

プ
ー
ル
き
ら
う
わ
っ
ぱ
の
群
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
鹿
鳴
く

紹
羽
織
を
透
か
せ
葵
の
黒
揚
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

朝
露
に
め
ざ
め
し
百
合
の
水
か
が
み

四
、
第
一
次
試
験
〇
十
月
六
日
（

日
）
新
潟
・
長
岡
・
上
越
・
村
上
。

○
教
養
試
験
（
五
技
択
一
式
）
．
作

文
・
適
正
・
身
体
検
査

五
、
受
付
　
八
月
十
二
日
～
九
月
二

青
年
会
で
統
一

十
八
日
ま
で
　
本
署
・
派
出
所
．
駐

在
所
で

六
、
交
通
巡
視
員
は
、
女
子
に
限
り

若
干
名
採
用
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
劇
場
公
演
開
催

「
喜
劇
今
日
も
ど
こ
か
で
」

来
た
る
九
月
七
日
、
田
沢
中
学
校

に
お
い
て
中
里
村
青
年
会
主
催
に
ょ

り
統
一
劇
場
「
喜
劇
今
日
も
ど
こ
か

で
」
を
公
演
致
し
ま
す
。

統
一
劇
場
の
中
里
村
で
の
公
演
は

ノ
ニ
　
の
　
ロ
マ
じ
モ
ニ
　
き
テ
も
こ
リ
ニ
じ
ロ
ヨ
ぎ
ぎ
と
ロ
ロ
じ
マ
　
の
　
り
も
り
　
コ
　
じ
ロ

盆
踊
り

講
習
会
終
わ
る

　
恒
例
の
盆
踊
り
講
習
会
を
、
七
月

三
十
一
日
か
ら
八
月
の
一
日
に
か
け

て
倉
俣
中
学
校
、
、
高
道
山
小
学
校
、

便
り
か
く
娘
へ
押
し
花
の

　
　
　
　
　
　
　
　
香
を
も
た
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

葭
戸
入
れ
た
た
み
が
青
き
涼
を
よ
ぶ

緑
陰
に
い
こ
う
遙
か
な
る
道
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

ひ
え
孫
に
手
引
き
手
び
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝉
取
り
に

山
清
水
く
み
と
る
手
先
河
鹿
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

墓
標
な
き
君
ち
し
き
死
よ
白
木
蓮

花
火
待
つ
大
河
の
流
れ
ひ
た
ひ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

河
石
の
芯
が
よ
び
合
う
虹
生
む
滝

難
深
く
釣
糸
に
寄
る
黒
揚
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

岨
の
ぎ
ま
し
小
滝
が
し
ぶ
く

二
回
目
で
す
が
、
今
回
は
一
般
向
け

と
い
う
こ
と
で
青
年
会
で
は
、
こ
の

公
演
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
よ
う
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
方
の
温
い

護
謬
’
総
獺
い
噂
礼
’
跨
抽
一
一
…
一
。
＝
3
：
≒
・

田
沢
．
承
学
校
の
三
ケ
所
で
、
さ
ざ
な

み
会
の
協
力
を
得
て
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
三
日
間
で
約
百
五
十
名
の
方
々
か

ら
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

清
津
峡
地
区
で
も
来
年
は
一
日
行
な

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
の
中
に

夜
目
の
草
原
　
逃
亡
の
ほ
た
る
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

魅
せ
ら
れ
て
合
歓
の
谷
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
り
ゆ
く

へ
だ
ち
居
て
ひ
と
つ
の
河
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
A
・
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

束
の
間
の
虹
を
樹
間
の
赤
い
橋

原
爆
忌
紺
を
深
め
し
花
す
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
彦

行
く
道
は
い
そ
が
ず
や
が
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
が
出
る

目
を
立
て
て
石
の
蛙
の
夕
涼
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

蕗
の
葉
を
ま
る
め
て
汲
め
り
岩
清
水


